
紙

魚

想

考

(
四
)

水

野

正

好

玉
津
田
中
遺
跡
の
鬼
字
重
書
符

兵
庫
県
明
石
市
に
あ
る
玉
津
田
中
遺
跡
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
長
年
に
わ

た
り
発
掘
調
査
し
た
重
要
な
遺
跡
で
あ

る
。
そ
の
発
掘
資
料
の
中
に
、
興
味
を
ひ

く

一
枚

の
呪
符
が
あ
る
。
巾
ひ
ろ
く
、
長
い
札
面
を
も
ち
下
端
を
尖
ら
せ
た
木
札

で
あ
る
。
表
面

に
は
下
方
に

「急
々
如
律
令
」
の
句
を
配
し
、
そ
の
上
に
、
下
か

ら
　
字
の
下

に

一
鬼
を
、

つ
い
で
二
鬼
、
三
鬼
と
い
う
よ
う
に
七
鬼
ま
で
の
墨
書

が
た
し
か
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
上

は
墨
字
が
消
え
読
み
取
れ
な
い
が
、
十
分

な
余
白
が
あ
り
、
八
鬼
、
九
鬼
と

つ
づ

い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推
測
さ
せ
る

状
況

で
あ

っ
た
。

こ
の
呪
符

の
顕
現
で
、
類
例
の
存
在

が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

た
と
え
ば

『修
験
常
用
秘
法
集
』

・
二

の
第
十
八
項

「
庖
疹

の
守
並
癩
疹
」
、

『
修
験
深
秘
行
法
符
叩几
集
』

の
第
二
六
項

「庖
瘡
呪
」
と
し
て
掲
げ
る
呪
符
i
紙

符
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
二
書
の
符
は
酷
似
し
相
互
に
補
完
し
合
う
関
係
に
あ
る
。

前
書

で
は
、
紙
符

の
中
央
か
ら
上
部

へ
鬼
字
を

一
・
二

・
三
鬼
と
横
並
び
さ
せ

つ

つ
重
ね
計

一
〇
段
五
五
鬼
を
書
き
、
中
央
か
ら
下
部

へ
は

「
天
王
御
子
六
十

一
急

急
如
律
令
」
の
句
を
配
し
、

こ
の
符
と
句
の
接
点
に
以
点
式

に
四
種
字
を
置
い
て

符

・
句
を
守
護
し
て
い
る
。
後
書
で
は
以
点
結
界
を
欠
き
、
句
も

「
天
王
之
御
子

は
六
十
二
鳴
々
如
律
令
」
と
誰
転
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、

こ
う
し
た
札
と

は
別
に
こ
の
二
書
に
は
こ
の
符
を
あ
ぐ
る
行
法
が
記
さ
れ

て
い
る
。
前
書
で
は

「
包
紙
、
表
シ
リ
ィ

・
カ
ン
マ
ン
・
ウ
ン
、
裏
ボ
ロ
ン
・
ボ
ウ

・
ウ
ン

・
加
持
、

常
の
如
し
。
薬
師

の
眞
言

こ
れ
を
唱
ふ
べ
し
、
其
の
他
任
意
」
と
簡
記
さ
れ
る
に

留
ま
る
が
、
後
書

で
は
、
詳
細
に

「紙

一
枚
に
右
の
通
り
書
く
、
此

の
上
に
年

の
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数
だ
け
藁
を
わ
げ
て
、
其
の
上
に
童
子
を
立
た
せ
て
、
其
の
後
童
子
を
枳
里
枳
里

の
究
、
詞
利
帝
の
叩几
、
オ
ン
・
ド
ト
マ
リ

・
キ
ャ
キ
テ
ィ

・
ソ
バ
カ
を
調
し
て
加

持
。
次
に
大
豆
四
五
粒
頂
上
よ
り
落
と
す
也
。
叩几
詑
板
の
上
に
て
絵
も
藁
も
焼
て

川

へ
流
す
可
し
。
而
し
て
彼

の
守
は
之

を
懸
け
し
む
可
し
也
」
と
記
し
て
い
る
。

庖
瘡
-
痛
疹
呪
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
符
が
、
玉
津
田
中
遺
跡
の
呪
符
と
共
通
す
る

鬼
字
の
あ
り
方
を
示
す
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
、

玉
津
田
中
遺
跡
例

に
見
ら
れ
る
　
字
が
、
両
書
の
鬼
字
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、

天
王
御
子
六
十

一

(天
王
之
御
子
は
六
十
二
)
の
呪
句
が
逆
に
玉
津
田
中
遺
跡
例

に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は

『
ま
じ
な

ひ
秘
伝
』
の
三
符
で
あ
る
。

一
符
は
、
咄

吠
咽
の
三
字
を
頭
書
き
し
、
下
に
劔
先
か
ら
七
星
を
出
し
左
右
に
三
目
、
計
六
目

を
置
き
、

髪

の
鬼
面
を
描
き
二
神
を
並
記
、
牛
頭
天
王
の
文
字
を
も

っ
て
終
わ

る
呪
符
、

一
符
は
、
　
字
下
に
九
鬼
並
列
、

つ
い
で
　
字
下
に
六
鬼
と
二
鬼
、
計

八
鬼
を
配
置
、
以
下
口「
字
下
に

一
鬼
ず

つ
減
じ
て
記
し
、
急
々
如
律
令

の
句
で
終

わ
る
呪
符

で
あ
る
。
続
く
第
三
の
呪
符

は
、
口
字
を
三
横
五
縦
に
並
べ
て
結
線
し
、

　
字
下

に
口
字
を
四
字
横
列
、
下
に
鬼
字
を
四

・
三

・
二

・
一
鬼
と
お
き
急
々
如

律
令

の
句
を
据
え
る
呪
符
で
あ
る
。
第

一
の
呪
符
に
は
、
牛
頭
天
王
の
名
が
見
え
、

し
か
も

「
大
門

二
可
立
」
の
註
が
付
さ
れ
、
第
三
の
呪
符

に
は

コ

切
ノ
悪
魔
ヲ

彿
守
也
」

の
註
が
あ
り
、
そ
の
機
能
は
明
瞭

で
あ
る
。
第
二
符
は
、
第

一
符
と
並

記
さ
れ
、
第

一
符
と
共
に
用
い
ら
れ
る
符
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
機
能
が
牛

頭
天
王
と
関
係
し
、
大
門
な
ど
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

玉
津
田
中
遺
跡
発
見
の
鬼
字
重
ね
書
呪
符
は
、
上
部
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら

く
九
鬼
な
り
十
鬼
を
記
す
も
の
で
あ

っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
こ

の

『
ま
じ
な
ひ
秘
伝
』
の
符
と
あ
ざ
や
か
に
吻
合
、

一
致
す
る
こ
と
と
な
る
の
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
呪
法
書
に
収
め
ら
れ
た
呪
符
か
ら
、
発
掘
さ
れ
た
玉
津
田
中
遺
跡

の
呪
符
の
性
格
が
判
明
す
る
と
、
い
く

つ
か
興
味
ぶ
か
い
事
実
が
指
摘
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
た
検
討
を
通
じ
て
、
さ
き
の

『修
験
常
用
秘
法
集
』
や

『
修

験
深
秘
行
法
符
究
集
』
の
中
に
、
庖
瘡
呪
符
と
し
て
揚
げ
ら
れ
た
札
の

「天
王
御

子
六
十

一
・
天
王
之
御
子
は
六
十
二
」
の
句
に
見
ら
れ
る
天
王
が
実
は
中
世
、
席

捲
し
た
牛
頭
天
王
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
六
十

一

(六
十
二
)
は
そ
の
子

神
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
牛
頭
天
王
は
妻
婆
梨
采
女
、

子
神
八
王
子

(八
将
神
)
、
春
属
八
萬
四
千
六
百
五
十
四
神
王
か
ら
な
る
壮
大
な

神
統
譜
を
そ
な
え
て
い
る
と
説
か
れ
る
が
、
別
に
六
十

一
(六
十
二
)
の
御
子
神

伝
承
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
御
子
神
六
十

一

(
六
十

二
)
神
の
内
容
は
い
ま
究
め
が
た
い
が
、

こ
う
し
た

一
鬼
か
ら
十
鬼
に
至
る
傘
形

の
鬼
の
在
り
方
は
、
鬼

の
隊
列
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
鬼
が
群
れ
を
な
し

て
動
く
様
は
、

『本
朝
法
華
験
記
』
所
載

の
道
公
の
話
に
も
記
さ
れ
、

「百
鬼
夜

行
」
の
言
葉
に
も
端
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
庖
瘡
神
や
行
疫
神
の
イ

メ
ー
ジ
に
、

こ
う
し
た
根
源
的
な

「鬼
」
と
そ
の

「隊
列
」
が
重
ね
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
急
々
如
律
令
の
句
は
、

「疾
く
鬼
よ
去
れ
」

の
意
、
し
た
が

っ
て

こ
の
種
の
呪
符
は
、
家
、
屋
敷
の
門
や
戸
口
に
挿
し
た
て
ら
れ
、
入
り
来
る
牛
頭
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天
王
と
そ
の
御
子
神

(庖
瘡

・
疫
神
)

を
防
遇
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も

っ
て
機

能
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

一
結
衆
時
正
日
建
立
の
石
塔

高
さ
四
六

・
三
セ
ン
チ
、
径
三
〇

・
七
セ
ン
チ
の
円
柱
、
そ
の
上
下
両
端
に
柄

を

つ
く
り
だ
し
た
石
材
が
発
掘
さ
れ
た
。
思
い
当
た
る
も
の
の
な
い
石
造
物
で
あ

る
。
材
質
は
花
商
岩
、
僅
か
に
円
柱
の
径
が
上
部
に
す
ぼ
ま
る
よ
う
に
感
じ
取
れ

る
。
問
わ
れ
て
あ
れ
こ
れ
石
造
物
の
中
か
ら
私
が
選
び
だ
し
た
形
は
、
宝
塔

の
軸

部
、
異
形
の
軸
部

で
は
あ
る
が
高
く
し

っ
か
り
し
た
柄
を
下
の
台
座
に
据
え
、
上

部
の
や
や
小
さ
い
柄
を
笠
う
け
の
柄
と
す
れ
ば
、
描
け
る
姿
は
宝
塔
し
か
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
の
石
造
物
を
異

形
で
は
あ
る
が
宝
塔
の
軸
部

と
見
れ
ば
、
高
さ
は

一
尺
五

寸
、
直
径
は

一
尺
、
柄
の
高

さ
は

一
寸
五
分
、
二
寸
二
分

を
期
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る

こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合
、

こ
の
宝
塔
は
比
較
的
小
ぶ
り

の
宝
塔
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

H

灘

雛

～難

・購
繍

。
灘鑛懲

:篭灘

難
麟
嚢纏1

懇
灘
購

灘
懸
灘
欝磁

大
阪
府
庁
舎
周
辺
の
整
備
事
業
が
始
ま
る
中

で
、
先
立

つ
発
掘
調
査
が
大
阪
文

化
財

セ
ン
タ
ー
の
手
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
場
所
は
府
庁
別
館
の
南
側
、
江
戸
時

代

の
大
阪
城
京
橋
口
定
番
所
跡
推
定
地
と
い
う
。

一
九
九
〇
年

一
〇
月
、
調
査
地

の

一
画
か
ら
発
見
さ
れ
た
特
異
な
遺
物
が
こ
の
円
柱
材
-
異
形
宝
塔
袖
部
で
あ

っ

た
。
発
掘

の
時
点

で
は
台
座
も
笠
も
伴
わ
な
い
単
独
の
発
見
と
い
う
か
ら
、
解
体

さ
れ
も
は
や
セ
ッ
ト
に
な
ら
な
い
形
で
こ
の
地
に
運
び
こ
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
た
。

実
は
、
こ
の
軸
部
に
は
刻
銘
が
見
ら
れ
る
。
花
商
岩
の
材
質
の
故
も
あ

っ
て
読
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み
と
り
に
く
い
文
字
も
あ
る
が
、
中
央

に

「右
志
者
」
の
文
字
を
刻
み
、

「
阿
弥

陀
三
尊
種
子
」
を
配
し
、

「
天
正
十
九
年
/
念
佛

一
結
衆
」
の
文
字
を
二
行

に
刻

み
、
左
側
に
も
同
様
三
尊
種
子
を
容
れ
、

一
段
文
字
を
下
げ
て
前
二
行

に
合
わ
せ

「為
逆
修
敬
白
/
二
月
時
正
日
」
と
二
行

に
刻
ん
で
い
る
。

一
結
衆

の
句
、
時
正

日
の
句
が
見
え
興
味
を
惹
く
銘
文

で
あ
る
。

時
正
日
は
、

『善
庵
随
筆
』
に

「
春
秋
ノ
ニ
分

ハ
、
日
正
東

二
出
デ
テ
正
西

二

没
ス
ル
故

二
、
天
竺

ノ
俗
、

コ
レ
ヲ
時
正
ト
イ

フ
由
ナ
レ
ド
モ
、
此
時

二
彼
岸
会

ヲ
修

ス
ル
コ
ト
ハ
、
佛
経

二
所
見
ナ
シ
、

十
六
観
経

ノ
日
想
観

ノ
文

二
、
正
座

向
・
日
、
諦
観
二於
日
}、
専
想
不
・移
、

見
二
日
欲

一・
没
、
状
如
・懸
・鼓

ナ
ド
ア
リ

テ
、
日
想
観

ハ
必
シ
モ
時
正

二
限

ル
コ
ト

ニ
ハ
ア
ラ
ザ

レ
ド
モ
、
浄
家

ニ
テ
、
時

正

ハ
日

正

東

二
出

デ

テ
、
正

西

二
没

ス

レ
バ
、

日
想
観

の
時

節

ト

セ

ル

ヨ
リ

…

」

と
書
き
時
正
日
の
性
格
を
説
い
て
い
る
。

時
正
日
は
昼
夜
等
分
の
意
あ

っ
て
、
春

秋
彼
岸
の
中
日
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
時
正
は
ま
た
太
陽
が
真
東
に
出

て
眞

西
に
沈
む
日
で
あ
る
か
ら
、
日
想
観
に

最
適

の
日
で
も
あ

っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

『
新
古
今
集
』
の

「今
こ
て
に
入
り
日

を
見
て
も
お
も
ひ
知
れ
彌
陀
の
御
国

の
夕
暮

の
空
」
、

『夫
木
和
歌
集
』
の

「
け

ふ
出
つ
る
春
の
半
の
朝
日
こ
そ
ま
さ
し
き
西
の
方
は
さ
す
ら
め
」
と
い
っ
た
歌
は
、

こ
の
時
正
日
、
二
中
の
入
日
の
赫
々
た
る
輝
き
と
日
想
観
、
昼
夜
長
短
等
し
い
朝

日
を
歌
趣
に
採

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

善
導
の

『
観
経
正
宗
分
定
善
義
』

に
は

「
唯
取
ひ
春
秋

二
際
↓
其
日
正
東
.,

出

.一.真
西
二没
.。
彌
陀
仏
国
ハ当
コ
.日
没
処

～
真
西
二超
二
過
.十
万
億
刹
ご

と
あ

る
が
、
こ
う
し
た
思
想
が
日
想
観
を
重
視
さ
せ
、
日
想
観
を
長
く
実
修
さ
せ
る
根

拠
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
想
観
は
沈
み
行
く
夕
日
に
向
ひ
正
座
し
極
楽
の

様
を
こ
れ
に
重
ね
て
そ
の
懸
鼓

の
よ
う
に
落
ち
て
い
く
夕
陽
に
極
楽
往
生
を
重
ね

る
想
観
で
あ
り

『観
無
量
寿
経
』

の
説
く
十
六
想
観
の
第

一
に
位
置
す
る
想
観
で

も
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
彼
岸
会
、
日
想
観
の
聖
地
は
荒
陵
山
四
天
王
寺
で
あ
る
。
春
秋
の
彼

岸
に
こ
の
寺
に
群
集
す
る
貴
紳
衆
庶
は
ま
こ
と
に
お
び
た
だ
し
い
数
、
時
正
日
は

そ
の
ピ
ー
ク
を
な
す
日
で
あ

っ
た
。
難
波
、
大
阪
は
四
天
王
寺
の
存
在
に
よ

っ
て

一
層

つ
よ
く
彼
岸
が
息
づ
く
地
に
な
る
の
で
あ
る
。
彼
岸
は
転
迷
開
悟
の
た
め
の

法
会
を
修
し
、
民
間
に
あ

っ
て
は
仏
事
を
修
し
祖
先
を
祠
り
死
者

の
追
善
、
冥
福

を
祈
る
、
そ
う
し
た
日
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
民
間
の
彼
岸
の
姿
を
具
体
的
に
記
す
の
は

『
日
次
記
事
』

で
あ
り
、

「凡
京
師
俗
、
彼
岸
中
偶
逢
二親
戚
之
忌
日
↓、
則
供
二
茶
菓

一
而
祭
・
之
、

以
二其

祭
余
之
菓

一
互
相
贈
、
或
請
二
親
戚
朋
友

一
而
饗
二茶
菓

一
、
彼
岸
中
称
二
菓
子
}

日
二茶
子

一
、
嵩
・
茶
日
立
・茶
、
食
二
麸
焼

一
日
・読
・
経
一
倭
俗
彼
岸
中
専
作
二
佛

事

一
、
民
間
請
二
熊
野
比
丘
尼
一
使
・
説
二
極
楽
地
獄
図
一
、

是
謂
・
掲
・
画
、

又

請
二
巫
女

一
代
二
死
人

一
使
レ
説
・
所
・
思
、
是
謂
・
寄
・
口
也
、
或
念
佛
講
中
、
男

女
毎
夜
聚
三
頭
人
宅

一掲
二彌
陀
像

一
鳴
・
鉦
高
聲
唱
二
彌
陀
號

一
其
終
高
揚
・
音
急

唱
・
之

是
謂
二
責
念
佛
一」
と
記
す
。

彼
岸
、
民
間
で
は
念
佛
講
中
の
男
女
が
頭
人
の
元
に
集
ま
り
阿
弥
陀
を
恭
敬
し
、

鉦
を
鳴
ら
し
聲
高
に
阿
弥
陀
号
を
と
な

へ
る
様
子
が
見
事

に
描
か
れ
、
ま
た
茶
菓
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の
役
割
が
那
辺
に
あ
る
か
を
巧
み
に
説

い
て
い
る
。
大
阪
城
京
橋
口
定
番
所
跡
発

見
の
こ
の
異
形
軸
部

に
刻
ま
れ
た

一
結
衆
こ
そ
、
こ
う
し
た
念
佛
講

に
通
ず
る
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
容
易

に
よ
み
と
れ

る
の
で
あ
る
。

一
結
衆
が
阿
弥
陀
で
繋
り
、

講
衆
か
ら
の
浄
財
を
も
と
に
、
あ
る
い
は
こ
の
際
に
結
縁
奉
賓
を
求
め
て
造
立
し

た
の
が
こ
の
石
塔
な
の
で
あ
る
。

造
建
さ
れ
置
か
れ
た
場
所
は
、

こ
の
石
塔
が
動
か
さ
れ
運
ば
れ
た
も
の
だ
け
に

最
早
や
求
め
得
な
い
の
は
残
念

で
あ
る
が
、
天
正
と
い
っ
た
時
期
の
彼
岸
会

の
盛

大
さ
、
念
佛
結
衆
の
眞
剣
な
動
き
が
よ
く
伝
わ
る
石
造
宝
塔
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

金
剛
寺
遺
跡
の
翔
磨
墨
描
土
器

大
阪
府
泉
南
郡
阪
南
町
に
あ
る
金
剛
寺
遺
跡
の
一
画
が
関
西
国
際
空
港
建
設
に

伴
う
土
砂
採
取
用
地
と
な
り
、
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会
が
発
掘
調
査
を
実
施
し

¢心ダ
GI＼

/
呉

＼

膨

蟹
た
。
そ
の
成
果
は

一
九
八
七
年

『
金
剛
寺
遺
跡
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
貴
重
な
知

見
を
も
た
ら
し
た
。
中
世

の
礎
石
建
物
、
石
積
み
遺
構
、
土
砿
や
溝
と
い

っ
た
遺

構
の
ほ
か
、
中
世
の
包
含
層
中
か
ら
、多
く
の
軒
先
瓦
と
共

に
土
師
質
土
器
-
皿
形

土
器
に
十
字
に
三
鈷
杵
を
墨
書
き
し
た
珍
し
い
資
料
二
点
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
土
師
質
の
皿
形
土
器
は
口
径
八
セ
ン
チ
の
小
皿
で
あ
り
、
二
点
と
も
底
部

は
指
お
さ
え
で
調
整
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
口
縁
部
を
外
方
に
強
く
ナ
デ
て
端
部

を
肥
厚
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
小
皿
二
点
の
内
底
面
に
件
の
墨
描
き
が
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
十
字
に
三
鈷
杵
を
組
み
合
わ
せ
る
。
密
教
法
具
、
翔
磨
の
姿
で
あ
る
。

翔
磨
は
翔
磨
金
剛
と
呼
ば
れ
る
が
、
翔
磨
輪
、
翔
磨
杵
、
十
字
金
剛
、
十
字
縛
日

羅
な
ど
の
名
も
与
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
掲
磨
を
墨
描
き
し
た
土
師

質
皿
の
発
見
は
天
下
の
初
例
と
言
え
よ
う
。

こ
の
土
師
質
皿
の
翔
磨
は
非
常
に
特
色
あ
る
形
状
で
描
か
れ
て
い
る
。
鋒
叉
は

一
般

の
掲
磨
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
杵
部
が
長
く
、
上
下
の
蓮
華
文
帯
で

飾
る
翔
磨
例
は
極
め
て
少
な
く
、
し
か
も
上
下
蓮
華
文
帯
を
拒
す
る
拓
帯
の
表
現

を
欠
く
点
も

一
般
の
翔
磨
と
異
な
る
所
、
さ
ら
に
中
央
の
鬼
目
部
分
は
中
房
の
周

囲
に
蓮
弁
文
を
め
ぐ
ら
せ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
本
例
は
中
房
内
に
十
字
四

弧
文
を
容
れ
、
周
囲
の
蓮
弁

・
菊
弁
文
を
欠
く
と
い
う
よ
う
に

一
般
例
と
大
き
く

異
な
る
在
り
方
を
見
せ
て
い
る
。

恐
ら
く
、
土
師
質
皿
に
描
画
す
る
時
、
傍
ら
に
翔
磨
を
置
き
見
な
が
ら
描

い
た

り
、
熟
知
し
て
い
た
場
合
、
果
た
し
て
こ
う
し
た
特
殊
な

「異
様
さ
」
を
横
溢
さ

せ
た
皿
絵
が
登
場
す
る
か
否
か
問
題
で
あ
る
が
、
時
代
の
推
移
の
中

で
掲
磨
が
持
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つ
こ
う
し
た
約
束
事
が
く
ず
れ
、
や
や
任
意
の
形

で
表
現
し
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る

時
代
を
背
景
と
す
る
表
現
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
末
、
あ
る
い
は
江

戸
時
代
前
期
の
翔
磨
表
現
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
描
き
な
れ
た
筆
緻
で
の
描

法
で
あ
る
こ
と
も
注
目
を
惹
く
。

掲
磨
の
形
は

『略
出
経
三
』
に

「輪
壇
華
座
上

に
掲
磨
践
折
羅
を
描
く
、
形
は

十
字
の
如
く
、
み
な
鋒
叉
あ
り
」
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
鈷
が
四
方
に
出
る
結

果
、
十
二
鋒
叉
と
な
る
が
、

こ
の
形
か
ら
三
四
十
二
、
即
ち
十
二
因
縁
擢
破
の
意

味
を
も

つ
と
さ
れ
て
い
る
。
十
二
因
縁
は
、
無
明
、
行
、
識
、
名
色
、
六
庭
、
触
、

受
、
愛
、
取
、
有
、
生
、
老
死
の
十
二
支
を
指
す
と
い
う
。
無
明
、
愛
、
取

の
三

者
は
、
煩
悩
を
性
と
し
、
行
と
有
は
業
を
性
と
し
、
識
、
名
色
、
六
威
、
触
、
受
、

生
、
老
死
は
事
を
性
と
す
る
。

煩
悩
、
業
を
性
に
す
る
五
支
は
因
、
事
を
性
と
す
る
七
支
は
果
、
併
せ
て
因
果

と
な
る
と
い
う
。
煩
悩

(感
)
か
ら
業
を
生
じ
、
業
か
ら
事
を
生
ず
る
と
い
う
よ

う
に
循
環
相
続
し
て
生
死
絶
ゆ
る
こ
と
な
き
を
明
証
す
る
法
具
と
し
て
翔
磨
が
そ

の
形
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
流
転

の
十
二
因
縁
を
破

っ

て
浬
葉
の
十
二
因
縁
と
す
る
意
味
を
も

つ
と
説
く
も
の
も
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て

も
修
法
作
業
成
就
を
は
か
る
た
め
に
大
壇
の
四
隅
に
配
置
し
、
四
方
面
を
守
護
、

四
方
魔

の
催
破
に
働
く
の
で
あ
る
。

ふ

つ
う
、
中
房
の
周
囲
を
蓮
弁
で
飾

る
翔
磨
は
金
剛
界
壇
に
、
菊
弁
で
飾
る
翔

磨
は
胎
蔵
界
壇
に
用
い
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
例
の
場
合
、

中
房
周
囲
の
蓮
、
菊
弁
の
表
現
を
欠
く
だ
け
に
、
そ
う
し
た
金
剛
界
、
胎
蔵
界
壇

配
置
と
い

っ
た
意
味
を
も

つ
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
、
恐
ら
く
大
壇
に
用
い
ら

れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
金
銅
製
翔
磨
と
異
な
り
、
土
師
質
皿

に
墨
描
さ
れ
る
こ
と
自
体
が
、
翔
磨
の
本
義
か
ら
離
れ
た
形
で
機
能
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

金
銅
製
掲
磨
は
大
壇
に
配
置
さ
れ
る
時
、
翔
磨
台
、
ま
た
は
掲
磨
皿
と
呼
ば
れ

る
台
皿
が
用
い
ら
れ
る
。
多
く
は
大
き
な
中
房
の
周
囲
に
蕊
帯
を
巡
ら
し
、
外
縁

を
八
弁

の
蓮
帯
文
で
表
現
す
る
台
皿
で
あ
る
。
掲
磨
皿
と
掲
磨

の
こ
う
し
た
セ
ッ

ト
関
係
を
見
る
と
、
土
師
質
皿
は
文
様
表
現
を
欠
く
も
の
の
翔
磨
皿
、
描
か
れ
た

翔
磨
文
は
台
皿
上
の
翔
磨
の
表
現
と
み
な
し
て
よ
く
、
描
く
こ
と
で
セ
ッ
ト
関
係

を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
輪
宝
墨
描
土
器
が
輪
宝
皿
上
の
輪
宝
で
あ
る
こ
と
と

規
を

一
に
す
る
表
現
と
言
え
よ
う
。

金
剛
寺
遺
跡
発
見
の
掲
磨
墨
描
土
器
は
二
点
、
本
来
は
大
壇
の
四
隅
に
安
置
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
四
点
、
或

い
は
中
央
に
も
配
し
て
五
点
で
組
み
合
う
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
規
矩
か
ら
見

て
蓋
と
推
察
さ
れ
る
土
師
質
皿
も
あ
り
、
蓋
、
身

の
関
係
に
あ

っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
岐
阜
県
伊
夫
貴
神
社
発
見
の
輪
宝
墨
描

土
器
が
蓋
を
伴
い
五
点
、
東

・
西

・
南

・
北

・
中
央
の
註
記
を
も

っ
て
発
見
さ
れ

て
い
る
事
実
が
想
起
さ
れ
る
。
四
方
を
結
界
し
、
内
部
を
鎮
め
る
地
鎮
、
鎮
壇
の

機
能
を
も

つ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

翔
磨
墨
描
土
器
も
相
通
ず
る
機
能
を
も

っ
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
輪
宝
と

掲
磨
は
し
ば
し
ば
セ
ッ
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
、
共
に
輪
宝
皿
、
翔
磨
皿
も
併
用
さ

れ
る
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
結
界
、
地
鎮
鎮
壇
と
い
っ
た
地
鎮
め
の
祭
り
が
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金
剛
寺
で
実
修
さ
れ
、
基
壇
や
建
物
、
屋
敷
地
の
四
隅
を
点
じ
て
用
い
ら
れ
た
祭

具
が
こ
の
資
料
で
あ
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

長
松
遺
跡
の
金
箔
を
貼
る
土
器

新
潟
県
岩
船
郡
神
林
村
に
所
在
す
る
長
松
遺
跡
は
圃
場
整
備
事
業
の
過
程
で
発

掘
調
査
さ
れ
、
種
々
の
知
見
を
も
た
ら
し
た
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
調
査
は
二
次

に
わ
た
る
確
認
調
査
の
後
、
平
成
二
年
度
、
本
格
調
査
が
実
施
さ
れ
、
成
果
は
平

成
三
年
三
月
、
神
林
村
埋
蔵
文
化
調
査
書
第
三
集

『
長
松
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
長
松
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
の
は

「金
箔
を
は
る
土
師
質
皿
」
で
あ
る
。
こ

の
土
器
は
、

口
径

一
二
、
六
セ
ン
チ
、
高
さ
ニ
セ
ン
チ
、
底
径
七

・
六
セ
ン
チ
の

か
わ
ら
け
皿
で
あ
り
、
輔
輔
、

ヘ
ラ
削

り
の
手
法
が
見
ら
れ
る
。
調
査
者
の
報
告

に
よ
れ
ば
、

こ
の
皿
形
土
器
は
十
五
世
紀
前
半

に
製
作
さ
れ
た
も
の
、
し
か
も
こ

の
岩
船
郡

の
陶
土
を
用
い
た
も
の
で
は
な
く
、
遠
く
隔
た
る
河
内
1
大
阪
産
の
土

器
で
あ
ろ
う
と
説
か
れ
て
い
る
。

内
面
全
体
と
外
面
の

一
部
に
金
箔

(
金
粉
)
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
金

箔
貼
皿
形
そ
き
は
中
世

の
S
B
七
七
と
編
号
さ
れ
た
東
西
軸

の
五
間
×
三
間
の
掘

立
柱
建
物
の
西
か
ら
二
間
目
柱
筋
を
東
外

へ
延
長
し
た
位
置
に
掘
ら
れ
た
P
九
〇

と
呼
ぶ
小
穴
の
覆
土
上
層
か
ら

一
点
単
独
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
穴

の
位
置
、
金
箔
貼
土
器
と
い
う
特
異
な
性
格
か
ら
考
え
て
、
大
形
の
掘
立
柱
建
物

S
B
七
七
と
関
連
す
る
地
鎮
、
鎮
壇

の
遺
構

・
遺
物
、
或
い
は
若
子
誕
生

の
際
の

胞
衣
皿
と
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
長
松
遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
調
査
担
当
者
、
田
辺
早
苗
さ
ん
は
、
十

五
世
紀
、
室
町
時
代
に
最
盛
期
を
も

つ
寺
院
跡
と
考
え
、
こ
の
遺
跡
の
あ
る
神
林

村
は
当
時
色
部
氏
本
家
の
支
配
地
、
同
氏
は
平
林
城
に
館
を
置
き
、

こ
の
遺
跡
-

長
松
寺
遺
跡
と
深
い
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

色
部
氏
は
鎌
倉
時
代
地
頭
と
し
て
、
ま
た
戦
国
時
代
に
は
越
後
守
護
代
上
杉
氏
の

家
臣
と
し
て
活
躍
す
る
家
柄
で
あ
る
。
そ
の
勢
威
も
あ

っ
て
、
金
箔
貼
土
器
が
は

る
ば
る
河
内
か
ら
こ
の
地
に
運
ば
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
地
域
で
用
い
ら
れ
、
や
が

て
は
地
鎮

・
鎮
壇
、
胞
衣
鎮
納
な
ど
の
用
に
転
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

長
松
遺
跡

の
金
箔
貼
土
器
の
発
見
と
係

っ
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
山
口
県
山
口

市
に
所
在
す
る
大
内
氏
館
跡
発
見
の
金
箔
貼
土
器
-
土
師
器
皿
で
あ
る
。

一
九
八

二
年
、
同
市

で
刊
行
さ
れ
た

『大
内
氏
館
跡
W
』
に
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
皿
の
発
見
さ
れ
た
遺
構
は
、
館
内
の
東
南
部
土
塁
内
側
の
第

一
号
井
戸
で
あ

る
。
報
告
書

で
は

「
こ
の
井
戸
は
、
上
面
の
内
法
で
東
西
直
径

=
二
〇
セ
ン
チ
、

南
北
直
径

一
二
〇

セ
ン
チ
、
石
積
み
は
、
深
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
あ
り
上
部
の
石
は

取
り
除
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
の
底
は
砂
礫
層
で
現
在
は
湧
き
水
は

認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
井
戸
内
の
下
部
堆
積
土
か
ら
、
金
箔
を
は
り
つ
け
た
土
師

器
の
皿
が
出
土
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
問
題
の
こ
の
土
師
器
の
皿
は

「第

一
号
井
戸
か
ら
三
個
体
分
が
出
土
し
て
お
り
、

一
個
体
は
ほ
ぼ
完
形
品
で
あ
り
、

二
個
体
分
は
破
片

で
あ
る
。
金
箔
土
師
器
は
、
土
師
の
皿
の
外
面
に
薄
い
金
箔
を
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は
り
つ
け
た
も
の
と
、
土
師
器
の
内
外
両
面
に
薄
い
金
箔
を
は
り

つ
け
た
も
の
と

が
あ
る
。
金
箔
は
、
茶
褐
色
の
漆
で
土
師
器
の
器
面
に
は
り

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
」

と
の
こ
と
で
あ
る
。
完
全
な

一
例
は

「
皿
の
外
面
に
金
箔
が
は
り

つ
け
ら
れ
た
も

の
で
、
内
面

に
は
金
箔
を
は
り
つ
け
た
痕
跡
は
認
あ
ら
れ
な
い
。
口
径

一
五

・
○

セ
ン
チ
、
器
高
二

・
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
器
肉
の
厚
さ
は
、
底
部
で
三
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
、
体
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
四
ミ
リ
で
あ
る
。
器
形
は
、
大
内
氏
館
跡
の

他

の
遺
構
か
ら
多
く
出
土
す
る
厚
手

の
土
師
器
の
皿
と
同
じ
で
、
整
形
や
胎
土
も

全
く
同
様
で
あ
る
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
内
氏
館
跡
は

=
二
六
〇
年

ご
ろ
か
ら

一
五
五

一
年
ま
で
守
護
所
が
置
か
れ
た
所
で
あ
る
。
具
体
的
に
第

一
号

井
戸
の
用
益
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
前
半
と
考
え
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
調
査
報
告
書
に
は

「金
箔
を
は
り

つ
け
た
土
師
器
は
井
戸
を
埋
め
る
際

の
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

金
箔
を
貼
る
土
師
質
の
皿
は
、
求
あ
れ
ば
な
お
各
地
に
類
例
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
世
、
こ
う
し
た
特
色
あ
る
文
物
が
西
の
京

都
と
し
て
、
ま
た
多
く
の
貴
紳
や
宗
教
者
な
ど
を
迎
え
て
時
代
を
拓

い
た
大
内
氏

の
館
と
い
っ
た
卓
越
し
た
遺
跡
か
ら
見
出
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
越
後

・
色
部

氏
ゆ
か
り
の
長
松
寺
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
広
く
為
政

者
の
周
囲
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
金
箔
を
は
る
土
師
質
の
皿
の
用
途
は
、
現
実

に
地
鎮

・
鎮
壇
に
関
係

す
る
か
と
想
像
さ
れ
る
小
穴
に
据
え
ら
れ
て
い
た
り
、
井
戸
を
埋
め
る
際
の
祭
儀

に
際
し
井
底

に
配
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
遺
構
自
体

の
語
り
か
ら
判
明
し
て
く
る

が
、
本
来

の
用
途
は
別
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

『
金
銀
図
録
』
の
掲
げ
る
と
こ
ろ
で
は

「外
亀
甲
形
金
紙

一
枚
裏
無
地
金
紙

一
枚

中
黄
青
赤
紙
各

一
枚
紅
白
水
引

ニ
テ
結

工
劔
先

ヨ
リ
底

マ
テ
長
サ
七
寸
七
分
許
」

と
註
さ
れ
た
砂
金
裏
が
描
か
れ
、
そ
の
横
に

「表
金
箔
」
と
記
さ
れ
た
地
肌
土
色
-

土
師
質
皿
を
描
き
、
さ
ら
に
二
枚
の
円
形
の
剖
物
を
あ
げ
て

「木
ヲ
図
ノ
如
ク
丸

ク
平

メ
ニ
造
リ
中
ヲ
刹
リ
ニ
ツ
合
釘

ニ
テ
動
カ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
ス
」
と
註
し
た
絵
様

が
あ
る
。
文
で
は
砂
金
を
直
接
容
れ
る
の
か
、
或
い
は
砂
金
を

一
両
単
位
つ

つ
白

紙
に
て
包
み
紙
捻
で
結
ん
だ
包
み
を
い
く

つ
か
容
れ
る
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、

と
に
も
か
く
に
も
華
美
な
砂
金
裏
が
主
役
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
砂
金

裏
に
伴

っ
て
描
か
れ
た
二
枚
の
円
形
の
剖
物
は
、
高
台
-
圏
台
に
あ
た
る
役
割
を

果
た
し
、
こ
の
上
に
金
箔
を
表

に
は
る
土
師
質
の
皿
が
載
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
こ
の
皿
の
上

に
置
か
れ
る
も
の
は
前
記
の
砂
金
裏
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
同
書

で
は
、

こ
う
し
た
絵
様
に
後
三
年
合
戦
給
に
見
え
る
砂
金
図
と

し
て
四
脚
を
側
辺
に
配
し
た
方
函
中
に
、
色
紙
を
敷
き
立
て
内
に
宛
も
鏡
餅
の
よ

う
に
つ
つ
ま
れ
た
砂
金

の
絵
を
掲
げ
て
い
る
。

こ
の
絵
の
型
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
脚

は
円
形
刹
物
に
、
方
函
は
金
箔
を
貼
る
土
師
質
の
皿
に
、
色
紙
と
砂
金
は
砂
金
裏

に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

砂
金
の
贈
答
、
砂
金
の
保
管
に
、
砂
金
ゆ
え
の
華
や
か
さ
が
漂
う
。
金
箔
を
貼

る
土
師
質

の
皿
は
そ
う
し
た
日
、

一
層
の
華
美
を
添
え
る
器
と
し
て
登
場
す
る
の

で
あ
る
。
金
箔
を
貼
る
皿
の
用
途
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、

こ
こ
に
重
要
な

一
面
が

垣
間
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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